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「学力向上」の動きをどうとらえるか

単なる「振り子」の揺り動かしではない

新たな（あるいは継承された）キーワード

確かな学力 （基礎基本＋思考力・判断力・表現力）

ＰＩＳＡ型読解力（学力）

習得ー活用ー探究

「教えて考えさせる指導」による習得

生きる力、人間力、社会人基礎力

学校・地域・家庭の連携

社会生活につながる学力の形成 社会的格差への配慮



「生きる力」の展開としての「人間力」

内閣府「人間力戦略研究会」（2002年11月～2003年3月）

教育、産業、労働・雇用の分野から「人間力」を考える

背景：若者の学習意欲の減退、フリーター・ニートの増大背景：若者の学習意欲の減退、フリーター・ニートの増大

「人間力」という言葉に触発されて教育像が広がること

教育のモデルを 「教科を極めた人」から「市民」へ

教育によって何を育てるのか

「学問＝学習＝学力＝学校」 から

「人間として、社会の中で、自立して力強く生きていく力」へ

人は社会で何をしているかに着目



文化生活

教科学習

人間力形成人間力形成人間力形成人間力形成のモデルのモデルのモデルのモデル

市民生活 職業生活

社会参加 職業理解



文化生活

教科学習

学習スキル

メディア・リテラシー

批判的思考

投票行動

福祉人権

社会政策

社会的スキル

コミュニケーション・スキル

協同的問題解決

人間力形成人間力形成人間力形成人間力形成のモデルのモデルのモデルのモデル

市民生活 職業生活

社会参加 職業理解

消費者教育

紛争と平和

環境

福祉

職業体験

人権

エネルギー

職場見学犯罪・非行

悪徳勧誘



さまざまな学習環境の長所・短所

学校教育学校教育学校教育学校教育 （（（（授業授業授業授業・・・・補習補習補習補習・・・・部活等部活等部活等部活等））））

○○○○義務教育義務教育義務教育義務教育はははは、、、、すべてのすべてのすべてのすべての子子子子どもがどもがどもがどもが受受受受けられるけられるけられるけられる

○○○○高校高校高校高校もももも、、、、公立公立公立公立ならばならばならばならば費用費用費用費用はあまりかからないはあまりかからないはあまりかからないはあまりかからない

○○○○成績成績成績成績・・・・卒業卒業卒業卒業がががが、、、、進学進学進学進学・・・・就職就職就職就職のののの社会的評価社会的評価社会的評価社会的評価につながるにつながるにつながるにつながる

●●●●児童児童児童児童・・・・生徒生徒生徒生徒にににに内容選択内容選択内容選択内容選択のののの自由自由自由自由がががが少少少少ないないないない

●●●●補習補習補習補習・・・・部活部活部活部活はははは、、、、学校学校学校学校にににに所属所属所属所属しているしているしているしている生徒生徒生徒生徒しかしかしかしか参加参加参加参加できないできないできないできない

民間教育民間教育民間教育民間教育 （（（（塾塾塾塾・・・・習習習習いいいい事等事等事等事等））））民間教育民間教育民間教育民間教育 （（（（塾塾塾塾・・・・習習習習いいいい事等事等事等事等））））

○○○○多様多様多様多様なななな内容内容内容内容 ・・・・ レベルからレベルからレベルからレベルから選択選択選択選択できるできるできるできる

●●●●家庭家庭家庭家庭にににに経済力経済力経済力経済力がないとがないとがないとがないと受受受受けにくいけにくいけにくいけにくい

●●●●商業商業商業商業ベースにのるベースにのるベースにのるベースにのる内容内容内容内容にににに限定限定限定限定されがちされがちされがちされがち

地域教育地域教育地域教育地域教育 （（（（自治体自治体自治体自治体・・・・市民団体市民団体市民団体市民団体・・・・大学大学大学大学・・・・民間企業等民間企業等民間企業等民間企業等））））

○○○○多様多様多様多様なプログラムがなプログラムがなプログラムがなプログラムが提供提供提供提供されるされるされるされる

○○○○生徒生徒生徒生徒はははは、、、、自由自由自由自由、、、、自発的自発的自発的自発的にににに参加参加参加参加できできできでき、、、、費用費用費用費用もももも安安安安いいいい

●●●●もともともともともともともともと意欲意欲意欲意欲がががが高高高高いいいい子子子子どもだけになりがちどもだけになりがちどもだけになりがちどもだけになりがち



『新しい時代の義務教育を創造する』

(2005,10,26 中教審答申）

学校力、教師力の強化により、人間力を育成

国による基盤整備 分権改革 国による結果検証

インプット プロセス アウトカム

（学習指導要領） （人事、学級編成） （全国的学力調査）

・・・ ・・・ ・・・



縦割り部会

横割り部会

中央教育審議会

初等中等教育分科会

教育課程部会

小学校部会

中学校部会

高等学校部会
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新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領のののの告示告示告示告示 (2008年年年年3月月月月28日日日日））））

小学校での変化

国語・算数・理科の大きな時数増国語・算数・理科の大きな時数増

高学年での外国語活動の導入

中学校での変化

選択教科の実質的廃止

英語、数学、理科の大きな時数増

部活動の位置づけ



内容面内容面内容面内容面でのでのでのでの変化変化変化変化

・ 全体的に学習内容の復活

・ 教科の中での体験、活用の充実・ 教科の中での体験、活用の充実

教科横断的に言語活動の重視

・ 道徳教育のあり方

徳目から生活へ（やや）シフト

・ 家庭や地域との連携

生活習慣、学習習慣

キャリア教育、ボランティア活動



指導観の対立を越えて

教科の系統的学習 ｖｓ 生活単元学習

教師主導主義 ｖｓ 学習者中心主義

受容学習 ｖｓ 発見学習受容学習 ｖｓ 発見学習

一斉指導 ｖｓ 個に応じた指導 ｖｓ 協同学習

残された課題

学校教育の到達目標のイメージ（モデル）は何か

教科の習得／探究・創作／市民生活

そこに向けてのグランドデザインとカリキュラム

「社会に生きる学力」へとつなげる



『開かれた学びへの出発 ー２１世紀の学校の役割ー』

（市川著、金子書房、１９９８年）

『勉強法が変わる本ー心理学からのアドバイスー』

（市川著、岩波ジュニア新書、２０００年）

『学力低下論争』

（市川著、ちくま新書、２００２年）

参考図書紹介参考図書紹介参考図書紹介参考図書紹介

（市川著、ちくま新書、２００２年）

『学力から人間力へ』

（市川編著、教育出版、２００３年）

『学ぶ意欲とスキルを育てる ーいま求められる学力向上策ー』

（市川著、小学館、２００４年）

『「教えて考えさせる授業」を創る』

（市川著、図書文化、２００８年）


